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いる瑞穂町、羽村市、福生市、昭島市を多摩西部に変更し、23 区を以下のように 2 分割した。 
 
23 区北東部 台東区 墨田区 江東区 豊島区 北区 荒川区 板橋区 練馬区 
  足立区 葛飾区 江戸川区 
23 区南東部 千代田区 中央区 港区 新宿区 品川区 目黒区 大田区 世田谷区 
  渋谷区 中野区 杉並区 文京区 
 
 言語地図を出力する大学は、回答者数が多い大学を選んだ。2011 年度から 2016 年度まで継続的に
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調査を実施している 2 大学（A 大学・B 大学）と、2014 年度のみではあるが回答者数の多い 2 大学







A 大学は 1・2 年生と 3・4 年生でキャンパスが異なる。A 大学（1・2 年生）・B 大学はともに埼玉
県南部に、C 大学・D 大学はともに東京都多摩地域に立地しているが、大学間の距離は大きい。 
分析では、同一地域の大学間比較を行うため、大学間で出身者が重なる地域同士を比較する必要が
ある。A・B 大学と C・D 大学の出身地はあまり重ならないため、比較は A 大学と B 大学、C 大学と
D 大学の比較が中心となる。 
比較の際には、カイ二乗検定を行っているが、地域別に分類すると回答者数が少なくなることや、




 本研究において分析対象となる大学が、主に埼玉県南部に立地する A・B 大学と、東京都多摩地域
に立地する C・D 大学であるため、項目については普及経路として、(a)埼玉県・千葉県側から都心に
入る語形と、(b)多摩地域・神奈川県側から都心に入る語形の両方から選んだ。また、分布パターンと




１中心部回避型   ①カタス(a) ②ダベ？(b) 
２相補分布型   ①ヨコハイリ(b) ②ズルコミ(a) 












過程にあったと報告されているが(井上・萩野 1984, 井上 1985)、1990 年代以降は再普及をした、い
わゆる「新方言」語形である。 
  図 1 は、カタスの使用状況を地図にしたものである。図中にある凡例のとおり、選択肢は「言う」
（●）、「聞いたことがある」（×）、「聞かない」（□）の３つからなる。回答者の 5 歳から 15 歳まで














が多いため、前述の A～D 大学のほかに、東京都 23 区に立地する E～H の 4 大学の結果も示す。 
 
 E 大学（東京都渋谷区） 
 F 大学（東京都渋谷区） 
 G 大学（東京都世田谷区） 
 H 大学（東京都港区） 
 
図 2・3 の 8 図の地点分布をみると、どの大学もキャンパスの位置と学生の生育地の関係が深いこ
とがわかる。 
A・B 大学は埼玉県南部と東京都北部の学生が多いが、A 大学のほうが B 大学より西側に位置する
ため、B 大学のように栃木県・茨城県方面の学生は多くない。B 大学は回答者数が特に多く、通学圏
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C 大学     D 大学 
     
図 2 カタスの大学別言語地図（1） 
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G 大学     H 大学 
 










大学別の使用分布について考察する。図 2・3 の 8 図をみると、全体的に使用率が高い。 
図 2・3 の 8 大学で目立つのは、他の大学に比べて使用率が非常に低い H 大学である。千葉県北東
部や東京都 23 区北東部では使用者がいるものの、H 大学内では使用率が低いため、学内で広がりに
くいのだと思われる。そのため、不使用地域であった東京都 23 区南西部や東京都多摩東部地域出身
の学生に浸透せず、東京都中心部での普及が遅れている状態が継続しているのだと考えられる。 
他の図をみると、C 大学と G 大学では前述の東京都多摩東部での不使用がわかりやすい。しかし D











言う 聞く 聞かない 人数
19 12 1 32
59.4% 37.5% 3.1% 100.0%
41 8 1 50


































































言う 聞く 聞かない 人数
4 24 1 29
13.8% 82.8% 3.4% 100.0%
15 13 7 35





表 2・東京都 23 北東部におけるダベ？の大学別比較（A・B 大学） 
 
 
埼玉県南部 言う 聞く 聞かない 人数
10 39 4 53
18.9% 73.6% 7.5% 100.0%
61 144 24 229










意味する方言である。1980 年代には神奈川県の新方言形とされていた（井上 1988）が、1990 年代
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Ｃ大学     Ｄ大学 
 







ることがわかる。図 5 からは A 大学が B 大学より西側に位置するぶん、ヨコハイリの使用率が高い







埼玉県南部 言う 聞く 聞かない 人数
16 20 10 46
34.8% 43.5% 21.7% 100.0%
57 92 72 221










言う 聞く 聞かない 人数
7 5 4 1
43.8% 31.3% 25.0% 100.0%
6 14 8 28





















































C・D 大学はヨコハイリの分布地域であるため、表 7 の東京都多摩西部地域での使用状況では、ズル
コミを「聞いたことがない」という人が８～9 割である。 





埼玉県南部 言う 聞く 聞かない 人数
13 10 23 46
28.3% 21.7% 50.0% 100.0%
92 41 88 221










言う 聞く 聞かない 人数
1 1 30 32
3.1% 3.1% 93.8% 100.0%
2 7 41 50










似ているとことから、東京都 23 区南西部もしくは多摩東部地域が発祥とされる語形である。 






















































今後は、バナナムシという語形が、東京都 23 区北東部側にも伝播するかが注目である。 
 
埼玉県南部 言う 聞く 聞かない 人数
7 4 35 46
15.2% 8.7% 76.1% 100.0%
21 29 174 224










言う 聞く 聞かない 人数
5 0 0 5
100.0% 0.0% 0.0% 100.0%
7 3 6 1














































言語地図（図 8）をみると、栃木県出身者の多い B 大学以外は使用率が低い。特に東京都多摩地域
の C 大学と D 大学では、ほとんど聞いたこともないことがわかる。 















言う 聞く 聞かない 人数
1 11 7 19
5.3% 57.9% 36.8% 100.0%
2 22 15 39





表 10・東京都 23 区北東部におけるダイジの大学間比較（A・B 大学） 
 
 
埼玉県南部 言う 聞く 聞かない 人数
4 29 24 57
7.0% 50.9% 42.1% 100.0%
32 155 98 285





表 11・埼玉県南部におけるダイジの大学間比較（A・B 大学） 
 
埼玉県北部 言う 聞く 聞かない 人数
1 10 3 14
7.1% 71.4% 21.4% 100.0%
28 31 17 76





表 12・埼玉県北部におけるダイジの大学間比較（A・B 大学） 
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また、年齢差についても考慮する必要があるだろう。RMS による調査は、開始から 6 年間が経過
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